
 

 

 

1.はじめに 

ＦＲＰ防水材工業会ではＦＲＰ防水の耐根性能評価とし

て、２００９年に模擬針による簡易試験結果報告している。

本報では２００４年７月より２００６年７月までの２年間

にわたって、（財）建材試験センターに委託し実際の植物で

試験評価された結果を報告する。 

 

２.試験内容 

2.1 試験体 

試験体は表１の寸法に合わせた箱状の木型を作成し、そ

の上に表２の仕様でＦＲＰ試験槽を作成した。また、表２

の仕様における物理的、機械的性質を表３に、作成手順の

一部を写真１、２示す。 

表 1 試験体の寸法 

 寸法 

草本用 縦 540mm，横 240mm，高さ 200mm 

木本用 縦 800mm，横 800mm，高さ 350mm 

表 2 試験体の仕様 

１層目 

防水用ポリエステル樹脂 １．２kg/㎡ 

（ＪＡＳＳ８ Ｍ－１０１－２００７） 

防水用ガラスマット＃３８０ 

（ＪＡＳＳ８ Ｍ－１０２－２００７） 

２層目 同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 試験体の物性 

ガラス含有量 比重 
引張り試験 

強度 伸び率 

26% 1.4 109 N/mm2 2.4% 

＊引張り試験：引張速度 5mm／min，試験体幅 10mm，N=5 

＊比重：JISK6911 5.28 準拠，N=3 

 

写真 1 木本用の箱状木型    写真 2 FRP層成形中 

 

 

 

 

 

 

2.2 試験方法 

試験は社団法人日本建築学会・材料施工委員会・防水工

事運営委員会・防水層の耐根性試験ＷＧ「屋上緑化用防水

工法の耐根性試験方法（案）」（２００６年６月）に従って、

草本試験、木本試験をそれぞれ行った。当試験方法は後に

規定されるＪＡＳＳ８防水工事（ＪＡＳＳ８ Ｔ－４０１）

に適用・反映されている。次に試験開始時の試験体外観を

写真３～８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FRP 防水層の耐根性能評価 その 2 

 正会員 ○若杉幸吉* 梅田佳裕* 落合 圭* 

ＦＲＰ防水 屋上緑化 耐根性      同 小杉雅隆* 辻 修也* 長谷川清勝* 

草本 木本 T-401      同 林 将尊*   

 

ノシバ クマザサ タブノキ、ヤシャブシ 

写真 3 試験体外観 

 

写真 4 試験体外観 

 

写真 5 試験体外観 

 

写真 6 試験開始時の外観 

 

写真 7 試験開始時の外観 

 

写真 8 

試験開始 

時の外観 

 

 

 Evaluating root resistance of FRP waterproofing membranes 
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３．試験結果 

全ての試験結果を表４に、２年経過後の試験体外観を写

真９～１７に示す。また木本試験に用いた試験体は２０１

１年１月２８日までおよそ６年半土中で放置された状態で

あった。これを取り出して表面観察を行ったが外観異常は

特に見られなかった。参考までにこの時の状況を写真１８,

１９に示す。 

 

写真 18 木本試験６年半後の状況  写真 19 試験体外観 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

既報１）では模擬針による簡易試験でＦＲＰ防水層の評価

を行ったが、施工精度が低下した場合を想定しても、表１

に示した仕様を用いれば十分な耐根性能があることが報告

されている。 

今回は実際の植物による評価であったが、耐根性能を有

する結果が得られた。 

 今後は更に強い押し圧力があると言われている竹類等を

用いて評価を進めて行きたい。 
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表 4 試験結果一覧   

 草本試験 木本試験 

観察時期 

（試験開始：2004/7/27） 

観察結果 

（ノシバ） 

観察結果 

（クマザサ） 

観察結果 

（タキノブ，ヤシャブシ） 

92日経過（2004/10/27） 試験体外側からの観察では、異常なし。 同左 同左 

260日経過（2005/4/13） 試験体外側からの観察では、異常なし。 同左 同左 

352日経過（2005/7/14） 試験体外側からの観察では、異常なし。 同左 同左 

587日経過（2006/3/6） 試験体外側からの観察では、異常なし。 同左 同左 

2年経過後（2006/7/28） 
防水材への、根の貫通は認められなかった。 

（写真 9,12,15） 

同左 

（写真 10,13,16） 

同左 

（写真 11,14,17） 

参考：リファレンス試験体（アスファルトコンパウンド）は、草本（ノシバ、クマザサ）・木本（タキノブ、ヤシャブシ）

ともに、９２日経過時（２００４年１０月２７日）に、根の貫通が認められた。 

 ※２年経過後の写真一覧   

ノシバ クマザサ タブノキ、ヤシャブシ 

写真 9 ノシバの状況 

 

写真 10 クマザサの状況 

 

写真 11 タブノキ、ヤシャブシ状況 

 

写真 12 試験体外観 

 

写真 13 試験体外観 

 

写真 14 試験体外観 

 

写真 15 試験体表面 

 

写真 16 試験体表面 

 

写真 17 試験体表面 
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